
※インターネット「はら事も九集の会」で、r九集鯵弓靡ちjの全号を見ることができ壱
※「はら蒙も九集の曇」は会員約400名。超党派で会員を募集中です。年会費千円。
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九条lさ弓手ち
＜1835年11月15日坂本龍馬の誕生日、また1867（慶応3）年同日、33歳で暗殺された8＞

○土佐藩生まれの龍馬りようまは、江戸で北辰∵刀流の剣道を学ぶ。28歳で脱藩し、江戸で
勝海舟かつかいしゆうの門下に入り、海軍航海術を学んで海援隊を組織する。西郷隆盛、木戸孝
允きどたかよしと薩長同盟を成立させ土佐藩から脱藩の罪を許され、海援隊も藩の公認となる。
藩主山内豊信やまのうちとよしげを動かして幕府の大政奉遷を実現させる。さらに新政府の実現
に向け活動中、京都の近江量で中岡慎太郎なかおかしんたろうらとともに暗殺される。
○来年のNHK総合テレビの大河ドラマはこの間蝿で、またブームになりそうです。

鮭
暇
の
年
女
学
校
に
入
学

N
H
K
テ
レ
ビ
の
戦
後
六
十
年
企
画
の
番

組
映
像
か
ら
聞
こ
え
た
日
本
本
土
空
襲
の
爆

音
が
、
あ
の
日
の
こ
と
を
思
い
出
さ
せ
た
。

中
村
町
（
現
在
相
馬
市
）
の
県
立
相
馬
女

学
校
に
入
学
し
た
ば
か
り
の
昭
和
二
十
年
四

月
だ
っ
た
。
一
、
二
年
生
は
少
し
ば
か
り
の

授
業
と
、
出
征
兵
士
宅
へ
の
勤
労
奉
仕
で
農

作
業
の
日
々
だ
っ
た
。
上
級
生
は
日
の
丸
鉢

巻
も
固
く
、
学
校
工
場
と
な
っ
て
い
た
校
舎

の
二
階
教
室
で
、
陸
軍
の
被
服
縫
製
作
集
の

ミ
シ
ン
を
終
晶
ん
で
．
い
た
。

「
機
銃
揮
鋼
で
狙
わ
れ
る
ー
L

あ
る
日
、
低
学
年
の
生
徒
は
離
任
の
先
生

を
見
送
る
た
め
、
駅
は
ず
れ
の
道
に
並
ん
で
、

去
り
ゆ
く
列
車
に
手
を
振
っ
て
い
ち

そ
の
直
後
の
こ
と
で
あ
る
。
警
戒
警
報
の

サ
イ
レ
ン
が
鳴
り
、
太
平
洋
上
か
ら
轟
音
が

近
づ
き
B
2
9
が
侵
入
し
て
き
た
。
全
点
逃
れ

る
術
も
な
く
田
圃
の
畦
に
伏
せ
た
。
不
気
味

庵
爆
音
を
背
中
で
聞
き
な
が
ら
「
機
銃
掃
射

で
狙
わ
れ
る
！
」
と
覚
悟
し
た
。
誰
ひ
と
り

声
も
発
せ
ず
、
ま
る
で
金
縛
り
に
あ
っ
た
よ

ー
笑
恐
ろ
し
さ
で
胸
が
痛
く
な
っ
た
。

何
機
の
編
隊
だ
っ
た
か
定
か
で
は
な
い
が
、

郡
山
如
轟
に
向
か
う
た
め
中
村
上
空
を
通
過

し
た
爆
撃
機
だ
っ
た
と
い
う
。
爆
音
が
遠
ざ

か
っ
て
、
感
無
事
だ
っ
た
！
」
と
我
に
返
り
、

腑
抜
け
た
よ
う
な
安
堵
感
と
、
そ
の
時
の

恐
怖
は
い
ま
だ
に
心
に
絡
み
込
ん
で
い
る
。

大
都
会
の
空
襲
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
、

小
さ
な
町
の
小
さ
な
戦
争
体
験
の
ひ
と
つ

で
あ
亀

○
　
　
　
○

以
前
、
あ
る
小
冊
子
に
載
せ
た
戦
争
体

験
の
小
文
で
あ
亀

昭
和
二
十
年
四
月
、
女
学
生
に
な
っ
た

私
の
服
装
は
、
夢
己
を
引
き
当
て
て
や
っ

と
買
う
こ
と
が
で
き
た
ヘ
チ
マ
衿
奇
の
上

着
と
祖
母
の
着
物
を
仕
立
て
直
し
た
緋
か
す

り
の
モ
ン
ペ
に
下
駄
履
き
だ
っ
た
。

寄
宿
舎
で
の
乏
し
か
っ
た
食
事

忘
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
鯖
の
味

通
学
距
離
が
長
か
っ
た
た
め
寄
宿
舎
に

入
寮
。
食
事
は
炊
事
当
番
が
あ
り
寮
生
が

作
っ
た
。
茹
で
た
丸
大
豆
に
ご
飯
粒
を
ま

ぶ
し
た
様
な
主
食
野
生
の
な
ず
な
を
お

ひ
た
し
に
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
そ
ん
な

乏
し
い
食
事
の
な
か
で
唯
一
忘
れ
る
こ
と

の
で
き
な
い
と
ぴ
き
り
の
美
味
の
記
憶
は

原
釜
で
揚
が
っ
た
鯖
の
煮
付
け
だ
っ
た
。

寮
の
夜
は
灯
火
管
制
の

た
め
、
電
灯
を
黒
い
布
で

覆
っ
た
薄
暗
い

三
の
火
鉢
に
同
室
の
四

人
が
嬢
を
と
り
、
教
科
書

の
ペ
ー
ジ
を
繰
っ
た
も
の
だ
っ
た
。

仙
墓
垂
で
北
の
葉
赤
く
潜
ん
だ

そ
ん
な
夜
、
警
戒
警
報
が
発
令
さ
れ
、
防

空
頭
巾
に
非
常
袋
を
携
行
し
、
防
空
壕
で
一

夜
を
明
か
し
た
。
夜
更
け
、
北
の
空
が
赤
く

潜
ん
で
い
る
の
に
気
付
き
、
何
と
も
言
え
ぬ

不
安
に
か
ら
れ
た
の
を
覚
え
て
い
る
。
仙
台

が
空
爆
を
受
け
、
炎
上
の
夜
空
の
明
か
り
の

よ
う
で
あ
っ
ち

不
利
な
戦
況
は
庶
民
に
伝
わ
る
に
は
間
が

あ
り
、
地
方
の
小
さ
な
戦
禍
な
ど
報
道
も
詳

し
く
は
な
か
っ
た
。
お
ぼ
ろ
気
な
敗
色
は
感

じ
な
が
ら
も
、
「
神
風
」
を
信
じ
込
ま
さ
れ
て

い
た
小
国
民
だ
っ
た
の
で
あ
亀

職
穐
学
校
も
濃
乱
の
績
み
だ
っ
た

昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
終
戦

教
科
書
の
内
容
が
大
幅
に
変
わ
り
、
新
聞

紙
状
の
ザ
ラ
紙
に
刷
ら
れ
た
俄
作
り
の
紙
面

を
切
り
揃
え
、
縫
い
糸
で
綴
じ
、
教
科
書
と

し
て
使
っ
た
こ
と
も
思
い
出
さ
れ
亀

ま
さ
に
学
校
も
混
乱
の
極
み
だ
っ
た
。
そ

の
後
、
六
・
三
・
三
制
が
実
施
さ
れ
、
私
達

は
併
設
中
学
の
三
年
に
編
入
と
な
っ
た
。

高
校
卒
業
ま
で
の
六
年
間
、
学
令
を
共
iこ

し
た
同
期
生
は
い
ま
喜
寿
を
過
ぎ
ち

戦
後
六
十
五
年
、
違
い
目
の
苦
い
思
い
出

を
語
り
合
う
機
会
も
少
な
く
な
っ
た
此
の
頃

だ
が
、
戦
時
中
の
あ
の
毎
日
の
青
い
よ
う
の

な
い
不
安
や
恐
怖
、
生
活
の
逼
迫
な
ど
再
び

繰
り
返
さ
れ
て
は
な
ら
ぬ
こ
と
と
の
思
い
は

深い。実
む
ら
さ
き
過
去
に
戦
さ
の
喜
寿
を
生
く

喜
代
子

つ
一
〇
〇
九
、
十
一
、
士
ハ
峯

※郡山空襲は昭和20年4月12日、死者460名。原町女学校3年の動員生120名がB乗妨害久山工場
でこの空襲に遭い、数名の負傷者を出しています。（本曇報鵬60・63r戦争体験」に穐義しました）
※仙台空襲は昭和20年7月9日～10日、死者1，066名。原町からも北の空が赤々と見えたそうです。



「
、
－
、
〓
目
し
∬
日
用
い
り
∬
り
り
し
　
＝
　
U
H
H
　
＝
　
〓
i
l
り
ト
、
ト
ト
上
り
－

◆
「
あ
い
・
愛
」
は
『
広
辞
苑
』
で
は
①
頼
兄
弟
の
い
つ
く
し
み
合
う
心
。
磨
く
、

人
間
や
生
物
へ
の
思
い
や
り
。
②
男
女
間
の
、
相
手
を
慕
う
情
バ
恋
。
③
か
わ
い
が
る

こ
と
。
大
切
に
す
る
こ
と
。
（
略
）
‥
・
⑦
【
仏
教
用
語
で
］
愛
欲
。
愛
書
あ
い
じ
ゃ
く
。
強

い
欲
望
。
⑧
キ
リ
ス
ト
教
で
、
神
が
自
ら
を
犠
牲
に
し
て
、
人
間
を
あ
ま
ね
く
限
り
な

く
い
つ
く
し
暫
し
と
（
ア
ガ
ペ
1
）
、
と
多
様
な
意
味
が
の
っ
て
い
ま
す
。

◆
女
子
の
名
前
で
も
「
あ
い
」
は
人
気
が
あ
り
、
斬
総
理
鳩
山
由
紀
夫
氏
も
「
友
愛
」

と
い
う
こ
と
ば
を
持
ち
出
し
て
い
ま
す
が
、
自
身
の
献
金
問
題
で
揺
れ
て
い
ま
す
。

◆
そ
し
て
、
今
年
は
N
H
K
の
大
河
ド
ラ
マ
『
天
地
人
』
の
直
江
兼
続
ブ
ー
ム
で
、
そ

の
兜
の
「
愛
」
の
文
字
が
脚
光
を
あ
ぴ
て
い
ま
す
。
「
愛
」
と
「
義
」
を
掲
げ
て
も
国

内
で
殺
し
合
っ
て
い
た
兼
続
の
時
代
か
ら
四
百
年
、
ま
だ
地
球
上
で
戦
禍
は
絶
え
ま
せ
ん
。

十
一
月
二
十
二
日
の
冥
地
人
』
畢
終
回
の
タ
イ
ト
ル
も
「
愛
を
掲
げ
よ
」
で
し
た
。

◆
ま
た
、
今
話
題
の
松
本
清
張
生
誕
百
年
記
念
の
映
画
『
ゼ
ロ
の
焦
点
』
も
、

そ
の
主
題
曲
は
中
島
み
ゆ
き
の
り
，
『
愛
だ
け
を
残
せ
』
で
す
。
ク

愛あ　愛あ　愛あ
Vヽ　　　Vヽ　　　Vヽ

そ
れ
は
愛
と
い
う
こ
と
ば
じ
ゃ
な
い

そ
れ
は
気
持
ち
だ
け
で
も
な
い

は
る
か
な
過
去
を
忘
れ
な
い
こ
と

見
え
な
い
未
来
を
信
じ
る
．
こ
と

く
り
か
え
し
く
り
か
え
し
考
え
る
．
こ
と

い
の
ち
を
か
け
て
生
き
る
こ
と

愛あ　愛あ　愛あ
Vヽ　　　Vヽ　　　　Vヽ

い　　　悲

い
つ
で
も
そ
ば

つ
ま
で
も
い
き
てlこ
tヽVヽ

てた
IまVヽ

しこ
とい

と
廣
う
こ
と

直江兼続兜

0例年、日本漢字能力検定協会が選んだ「今年の漢字」は、今年はどうなるのか。
皆さんでしたら何を選ばれますか？　r愛」などはとうでしょう？・‥●○

rヘイワJ鯵r軍神hねl、
r兵脈」にするか？
＜10月31日・春山市

・集九条の食違絶食＞

代表吉原婁助氏
挨拶よりく賽点）

①民主党圧勝で改憲は遠のいたか。超党
派の「新憲法議員同盟」（会長・中曽
根康弘）に多くの民主党議員も加盟し、
首相鳩山由紀夫も顧問になっている。
決して安心はできな叛

②民主党の鳩山、菅、岡田、前原、小
沢など多くが「改憲志向」で、社民党
のチェック機能にも限界がある。

③戦後」私たちは憲法によって護られて
きた。今度は私たちが憲法を護る番！

○来年5月18日の国民投票法の施行を
前に、決意を新たにしたい。○とにかく、
私たちは戦争か平和かの岐路に立ってい
る。「へイワ」を「平和」にするか？「兵
派」にするか？は私たち次第です。
（小嘉九条の食r狂嶋九象J第7号より）

し気
持
ち
は
だ
れ
で
も
知
っ
て
い
る

い
く
ら
い
好
き
に
な
る
こ
と

あ
　
い
　
　
　
谷
川
俊
太
郎

口
で
言
う
の
は
か
ん
た
ん
だ

文
字
で
善
く
の
も
む
ず
か
し
く
な
い

米兵の自殺者今年10月で134人
ァフガン職｛8年心の病も増加して
11月7日付『読売新聞』は、アフガニスタンでの戦闘

開始から丸8年を超え、戦争の長期化に伴い疲弊する米軍
自身の悲惨な実情を次のように伝えています。

「今年の米陸軍兵士の自殺吉敷は既に134人（10月
末）に上り、過去最悪だった昨年の140人を更新するの
は必至で、兵士らの戦地派遣期間が1年から15か月に延
長されたり、繰り返し派遣が原歯と考えられる」、と。
また心的外傷後ストレス障害（PTSD）など精神疾患

も記録的に上昇。米軍兵士による殺傷事件も03年、08
年、09年5月、そしてこの11月5日には軍医による銃
乱射で13人死亡が大きく報道されました。

同じように9月17目付『産能新聞』は、自衛隊の自殺者
か20年度83人と伝えています。16～18年度が3年
連続100人、19年度89人。2007年11月にはイ
ンド洋派遣隊員が16人も自殺しています。防衛省は原因
を病苦・借財・家庭・職務に分類し、「精神疾患」は公表し
ていません。「いじめ」の自殺も福岡高裁で認定されていま
す。あまり報道されませんが、これらは異常なことです。


